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Abstract
Skin wrinkles are worldwide, major concern for beauty. Many studies report the mechanisms of wrinkle formation, in-

cluding intrinsic and extrinsic aging-relating changes of skin structure/function. Since fine wrinkles, which are observed at 
epidermis, are known to be formed by dryness of skin, moisturizing is one of the best options for prevention/improvement of 
fine wrinkles. On the other hand, deeper wrinkles show structural alteration of dermis. The changes of quality and/or quantity of 
dermal extracellular matrix, such as collagen, elastic fiber and hyaluronic acid, are reported in aged skin. In this paper, we sum-
marize how fine- and deep wrinkles are formed based on various studies, and introduce established treatments for anti-wrinkles.
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1. は じ め に

女性の美に対する渇望は時代，地域を問わず普遍的
なものである。特に見た目年齢や外観に大きく影響す
るシワのような悩みを改善したいという要望は，はるか
昔より存在する。例えば古代エジプト時代（紀元前1000
年頃）には，すでにシワ取り化粧料があったとされてお
り，18世紀半ばにフランスで発行された書籍には，シ
ワ取りの方法が記されている 1–3）。現代日本においても，
30代以降の女性の約70%がシワに悩んでいると回答し
ており 4），化粧品業界や美容医療の重要なターゲットと
なっている。
本稿では，シワが形成される機序について概説すると
ともに，シワの改善法についても紹介する。

2. シワ形成機序

皮膚は角層，表皮および真皮から構成されている。角
層は皮膚の最外層に位置し，外界からアレルゲンなどの
異物侵入を防ぐだけでなく，体内からの水分蒸散を防ぐ
ために非常に重要な役割を担っている。加齢などの内的
要因や気温，湿度の低下といった外的要因により，皮膚
の水分保持力が低下すると，肌表面の柔軟性の低下を招
き，初期のシワ形成に関与すると考えられている。その

ため，表皮へのケアもシワ対策として重要である。
一方，真皮は表皮の10倍以上の厚さをもち，その大
部分はコラーゲン線維や弾性線維，ヒアルロン酸などの
細胞外マトリクスから構成される 5）。これらの成分は主
に真皮線維芽細胞によって生成され，真皮層のホメオス
タシスの維持に働いている。細胞外マトリクスの減少や
変性は，皮膚弾力性を大きく損なう要因となり，シワ形
成に多大な影響を与えることが報告されている 6）。これ
らを引き起こす要因として，加齢に伴う内因性の生理老
化（intrinsic aging），紫外線や物理的刺激などによる外因
性の老化（extrinsic aging）がよく知られている 7）。特に
長期間にわたり紫外線に繰り返し暴露された際には，劇
的な皮膚の組織学的変化を伴うことから，紫外線暴露に
よる外因性の老化は光老化と呼称される。しかし光老化
の症状も若齢では見られず，紫外線暴露の繰り返しと同
時に経年的な生理老化も起こっているため，光老化皮膚
の理解には光老化と生理老化の両者を考慮する必要があ
る。
以上のような細胞外マトリクスの減少や変性を防ぎ，
正常な構造体を造り上げることが，シワの予防ならびに
改善には重要だと考えられる。
以降，表皮と真皮の両層において，シワの原因として
考えられる機序について概説する。
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